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データを集める対応ではこれは不可能であり、普段からのデータの収集、蓄積、分析、共有が、
いかに大切だったのかが理解される過程でもありました。








EM センターとEMIR 研）を改組し、EMIR 研のもとに統合を図りました。これまで、学校法人大
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「IRと組織文化の相互作用」
　IRの実践に当たり、大学という組織の文化的特徴の理解が重要であるという指摘は、か
ねてから行われてきた。大学が有する長い歴史の中で IRという概念は後発のものであるか
ら、IRが埋め込まれようとしている組織の底流をなす文化に対する理解が欠かせないとい
う指摘は、おそらく正しいのであろう。
　ここで考えてみたいのが、データに基づいて大学そのものを理解しようとする IRの機能
と、その大学における組織文化との関係である。IRが生み出す知見は、その大学の組織文
化に変化をもたらしうるものであると同時に、IRの目的・責任・権限は、その大学の組織
文化に規定されうるものでもあるのではないか。
　例えば大学という組織の規範に正統性を与える「神話」の実態がデータによって暴露され
る可能性もあれば、「神話」に裏付けられた組織的規範が IRのあり方を強力に誘導するとい
う可能性もある。
　つまりIRと大学の組織文化は相互に影響を及ぼし合っているのであり、その相互的な影響
力の強弱が、IRのあり方や組織文化を規定しているのではないか。IRの実践に当たり留意す
る必要があるのは、大学の組織文化との静的な関係ではなく、動的な関係なのかもしれない。
　こうした視点を持ち出したのは、それが、日本の大学における IRが直面している課題を
言語化するのに役立つのではないか、との見立てによる。
　日本の大学における IRは、その普及の傾向について言えば、大学内の求めに応じて自発
的に形成されてきたというよりもむしろ、文部科学省の補助金行政による誘導を受けて広
まってきたという面がある。IRのあり方を如何に実質化させるかが課題であるという、大
学幹部の声も漏れ伝わってくることもある。それはともかく、IR の普及の過程で、「教学
IR」、「経営 IR」などという、IRの対象を特定領域に固定するような言葉が生み出され、再
生産されている。これらの現象は、日本の大学における IRのあり方が組織文化により誘導
されているという仮説を想起させる。他方、IRの実践は曲がりなりにも始まっており、「デー
タドリブンな意思決定」などという言葉が聞かれるようにもなっているが、この現象は、「デー
タに基づかない意思決定」の常態化を許していたこれまでの組織文化の限界を指摘している
とも言えるかもしれない。
　『エンロールメント・マネジメントと IR』第 2集では、以上のような問題意識に基づいて、
「IRと組織文化の相互作用」という特集を設定した。
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